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研究成果の概要（和文）：本研究では、鹿児島県種子島の広田遺跡下層から出土した人骨について、歯のSr同位
体比分析を行った。分析の結果、幼少期に広田遺跡とは異なる地質環境からの移住者が認められた。Sr同位体比
の分析結果は、埋葬副葬品や埋葬施設の組成の変化とともに、広田遺跡の下層では、在地と同程度のSr同位体比
を示すグループと、在地より低い値を示すグループに分かれたことを示している。その後、広田遺跡の下層新段
階では、旧段階の2つのグループに加え、地域のSr同位体比よりも高いSr同位体比を示す個体が出現した。

研究成果の概要（英文）：In this study, Sr isotope ratio analysis of teeth was conducted on human 
remains excavated from the lower stratum of the Hirota Site on Tanegashima Island, Kagoshima 
Prefecture. The results of the analysis indicated that the migrants were from a different geological
 environment from that of the Hirota Site during their childhood. The results of the analysis of Sr 
isotopic ratios together with the changes in the composition of the burial accessories and burial 
facilities indicate that in the old phase of lower levels in the Hirota Site, there were two groups,
 one showing Sr isotopic ratios similar to those of the local area and the other showing values 
lower than those of the local area. Later, in the new phase of lower levels int the Hirota site, in 
addition to the two groups in the older phase, individuals with higher Sr isotope ratios than the 
local Sr isotope ratios appear. 

研究分野：自然人類学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の分析対象遺跡である広田遺跡は、特徴的かつ多様な貝製装飾品の研究や出土土器の研究を通じて、琉球
列島の他の地域や九州との交流が指摘されている。本研究の分析対象である広田遺跡の下層期は、弥生時代終末
から古墳時代に該当する時期である。種子島は律令期には「多禰国」として国に位置付けられ、南島や隼人対
策、遣唐使の派遣等の政策をおこなううえでの重要な地域であった。本研究により、「多禰国」が成立する前段
階の、種子島における他地域との交流を明らかとなり、中央集権国家の影響力が南西諸島にどのように拡大して
いったのかを知るうえで重要な知見が得られたと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究は広田遺跡から出土した古人骨資料を対象として，Sr同位体比分析に基づき，当時の
移動や交流を明らかにする。広田遺跡は鹿児島県熊毛郡南種子町に所在する砂丘上に営まれた
３世紀から７世紀の集団墓地である。（図１）広田遺跡の発掘調査は 1957年から 1959年にか
けて国分直一，盛園尚孝，金関丈夫等を中心とした調査隊による発掘調査がおこなわれ，150
体以上の人骨と多くの貝製装飾品が出土している（桑原編，2003）。2005 年と 2006 年には，
南種子町教育委員会が発掘調査を実施し，墓域の範囲や墓の時期などの新しい知見が得られて
いる（石堂ほか編，2007）。 
これまでの発掘調査により，広田遺跡では合
計 214基以上の墓が確認されており，その墓域
は遺跡の北にある広田川とその河口から延びる
砂丘に沿って広がっている。墓域は南側墓群と
北側墓群とに分かれており，墓の構造は土壙墓
の他に，配石墓，列石墓，石囲墓，覆石墓，土器
棺墓，そして二次葬がある。また，広田遺跡にお
ける墓群は，その出土層位から大きく上層と下
層の二つに分けられ，そのうち本研究の分析対
象となるのは下層から出土した人骨資料である。
（図２）広田遺跡における上層の墓群はその大
半が集骨葬であるのに対して，下層の墓群は単
体埋葬が主体である。広田遺跡から出土した人
骨は，過短頭，低顔，低身長など，同時代あるい
は他の時代集団と比べて特徴的な形質を持って
いたことが指摘されている（中橋，2003；竹中，
2007）。特に，広田遺跡出土人骨の最も顕著な形
質的特徴である頭蓋の過短頭性は，人為的な頭
蓋変形である可能性が指摘されている（Seguchi 
et al., 2023）。また，精緻な彫刻文様を持つ貝符
や竜佩などの貝製装身具は，広田遺跡を代表す
る出土品である。この広田遺跡の貝製装身具の
文化は，在地の文化と他地域の文化を融合させ
た独自ものとして成立したと考えられている
（木下，2003・2020；山野，2012）。そして，埋
葬習俗，土器や貝製装身具をはじめとした広田
遺跡の出土品の研究を通じて，琉球列島や九州
との交流の様相が明らかにされている。本研究
では，このような先行研究における成果を踏ま
え，古人骨資料の Sr同位体比分析に基づく人の
移動を検討した。 
Sr 同位体比分析は，遺跡から出土した古人骨資料から人の移動や交流を明らかにしうる
分析手法で（Bently et al., 2003），日本列島の古人骨資料を用いた研究も数多くおこなわ
れている。Sr は岩石に比較的多く含まれており，自然界には主に四つの同位体がある。そ
のうちの 86Sr と 87Sr の存在量の比を用いて示されるのが Sr の同位体比（以下 87Sr/86Sr）
である。ある地域の 87Sr/86Sr値は，その地域の基盤地質を構成する岩石の種類とその形成年代
を反映した固有の値を示すことになる。そして，基盤地質中に含まれている 87Sr/86Sr値は，水
やその水を摂取する動植物を通して人体，特に歯牙や骨に取り込まれる。中でも歯牙は一度形成
されるとリモデリングされないため，歯牙の形成時期である幼少期に生育した場所の 87Sr/86Sr 
値をある程度反映する。 
日本においてもこの Sr同位体比分析はおこなわれており，縄文時代の貝塚出土人骨資料を用
いた研究（Kusaka et al., 2008・2009・2011・2012）や， Sr同位体比分析と人骨の形態を複
合した研究（Morita et al., 2012），Sr同位体比分析と人骨の形態に加え考古学的情報を融合さ
せた古墳時代の研究（田中ほか，2017；米元ほか，2022）もある。こうした先行研究の推移を
みると，Sr同位体分析のみの研究だけではなく，Sr同位体比分析から得られた結果に人骨の形
態情報や考古学的情報を加えた複合的な視点が必要であると言える。特に，このような複合的な
視点は，Sr 同位体比分析によって推定された移入者の移入元を考察する際に重要である。日本
列島の複雑な地質環境下では Sr同位体比の値が同じ地域が複数あることから，Sr同位体比の値
だけでは移入元を絞り込むことはできない。そのため，人骨の形態情報や考古学的情報を統合す
ることで，集団の遺伝的・文化的系統関係からのより精度の高い考察が可能となる。 
 

図１ 広田遺跡の位置 

図２ 広田遺跡下層の埋葬 



２．研究の目的 
本研究の分析対象となる広田遺跡下層出土人骨については，米元ほか（2020）の報告で Sr同
位体比分析の結果が示されており，興味深い結果が得られている。具体的には，下層古段階では
広田遺跡周辺の在地の Sr同位体比を示す個体と，その在地の値よりも低い値を示す個体が存在
していた。その後の下層新段階になると，その二つのグループ以外に，広田遺跡周辺の在地の Sr
同位体比の値より高い値を示すグループが新たに確認されている。広田遺跡における下層古段
階と下層新段階については貝製装身具の組成に違いがあり，貝符については方形のものが台形
へと変化し，腕輪については新段階になるとそれまでのオオツタノハ製腕輪に加えゴホウラ腕
輪が加わってくる（木下，2020）。米元ほか（2020）の報告で示された Sr同位体比分析の結果
と貝製装身具組成の時間的変化との共変動については，当時の広田遺跡の社会における何らか
の変化と関係している可能性が高い。本研究では，広田遺跡の下層出土人骨について，米元ほか
（2020）の報告から分析資料を追加し，誤差の大きかった個体については再度分析をおこなう
とともに，広田遺跡周辺の在地の Sr 同位体比の値の範囲の推定についても再検討をおこない，
広田遺跡の下層期における人びとの移動について検討を加える。また，Sr 同位体比分析によっ
て，広田遺跡周辺の Sr同位体比とは異なる個体，つまり広田遺跡とは異なる地質環境にある地
域からの移入者と推定された個体の頭蓋形態の分析をおこなう。 
上述したように，広田遺跡集団の頭蓋形質は同時代においても特徴的であり，特に脳頭蓋の顕
著な短頭傾向には，意図的な人工変形の可能性が指摘されている（Seguchi et al., 2023）。その
ため，Sr 同位体比分析により移入者と推定された個体に頭蓋変形を施されていれば，その個体
は頭蓋変形の風習を共有する地域からの移入者とも言え，その移入元を推定するうえで重要な
手掛かりとなる。その上で，木下（2003・2020）と山野（2012）に基づき副葬品組成や埋葬施
設等の考古学的情報から広田遺跡の下層出土人骨を分類し，Sr 同位体比分析の結果と統合する
ことで，Sr同位体比分析により示された移入者の由来について総合的に検討した。Sr同位体比
分析により移入者と推定される個体の形態情報を検討するためには、広田遺跡と同時代の周辺
地域の集団との比較が必要である。そこで、本研究では広田遺跡の下層期とう同時代の九州の古
墳時代集団の形質的特徴について検討をおこなった。1980 年から 1990 年にかけての先行研究
により、九州の古墳時代集団の頭蓋形態については、弥生時代の渡来人の遺伝的影響の濃淡によ
り形質の地域性が生じたことが明らかとなっている。九州における古墳時代人骨については、
1980 年から 1990 年以降の出土事例も増加しており、頭蓋形質以外の研究からも新たな知見が
得られている。そこで、新たな資料を加えて、九州の古墳時代集団の頭蓋形質について検討した。 
 
３．研究の方法 
（Sr 同位体比分析） 
Sr 同位体比分析については，九州大学比較社会文化研究院に設置されているレーザー溶出型
二重収束型高分解能 ICP マルチコレクタ質量分析装置（LA-MC- ICP-MS，レーザー： Analyte G2
（エキシマレーザー），Photon Machines 社製； 質量分析計： Neptune Plus，Thermo Fisher 
Scientific 社製）を用いて，８7Sr/86Sr の分析を行った。 
 
（頭蓋の形態解析） 
 頭蓋の形態計測は，脳頭蓋については２項目（頭蓋最大長，頭蓋最大幅），顔面部については
７項目（頬骨弓幅，中顔幅，上顔高，眼窩幅，眼窩高，鼻幅，鼻高）を用いた。形態解析には多
変量解析として，主成分分析をおこなった。主成分分析には，分析対象とした計測項目が全て揃
っている個体のデータを使用し，計測値は高椋（2022）で使用した方法で標準化した。 
 
４．研究成果 
（Sr 同位体比分析） 
広田遺跡の下層から出土した資料を
対象に Sr 同位体比分析を実施した結
果，広田遺跡の在地の Sr 同位体比の値
の範囲から外れた個体，つまり幼少期
は広田遺跡周辺の地域と異なる地質環
境で育ち，その後に広田遺跡周辺へと
移入した個体が８体確認できた。（図３）
その中には男性と女性が両方含まれて
いることから，移入者は男女ともに存
在していたと言える。副葬品組成と埋
葬施設等の考古学的情報，そしてその
時期的変化と Sr 同位体比分析の結果
をあわせて検討した結果，米元ほか
（2020）によって示された傾向が改め
て確認できた。つまり，広田遺跡の下
層期の古段階では，在地の Sr 同位体比
の値を示すグループと在地の Sr 同位

図３ 広田遺跡下層から出土した人骨の Sr同 

位体比分析の結果 



体比よりも低い値を示すグループで構
成されている。その後，下層の新段階
になると古段階の二つのグループに加
えて，在地の Sr 同位体比の値よりも高
い個体があらわれる。これらの個体の
Sr 同位体比の値について、先行研究で
提示されている日本列島の Sr 同位体
比マップを参照すると，種子島に近い
薩摩半島や大隅半島，屋久島からの人
の移動も想定できる。今後，これらの
地域や琉球列島の古人骨資料や動物資
料の Sr 同位体比のデータを増やし，各
地域の Sr 同位体比の傾向を把握した
上で，本研究で確認された移入者の移
入元について議論を深めていく必要が
ある。 
 
（頭蓋の形態解析） 
本研究において Sr 同位体比分析によ
り移入者と推定された個体の脳頭蓋形
態を分析した結果，広田遺跡の他の個体
と同様にいずれも短頭傾向が強く，同時
代の九州の集団とは大きく異なってい
た。（図４、図５）このことから，広田遺
跡における頭蓋変形は，広田遺跡周辺の
在地の人びとだけではなく，外部からの
移入者とも共有されており，広田遺跡の
人びとだけの風習ではなかったことが
わかる。そして，Sr 同位体比分析により
移入者と推定された個体はそうした頭
蓋変形の風習を共有する地域からの移
入者とも言える。九州において広田遺跡
の下層期と同時代の古墳時代前期から
中期の人びとには顕著な短頭傾向には
ない。一方，沖縄諸島の同時代の貝塚時
代の後期の人びとの形質的特徴につい
ては，全体的に脳頭蓋の短頭傾向が強い
ことが指摘されているため，Sr同位体比
分析により移入者と推定された個体に
ついては，九州よりも種子島を含めた南
西諸島に，その由来がある可能性が高い。 
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